
 
平成１８年度 主 要 事 業 実 施 状 況                   

（平成１９年２月末日現在） 

福祉情報総合ネットワーク事業 

 （１）１８年度の事業目標 

   都民が福祉サービスを適切に選択できるように、「とうきょう福祉ナビゲーション」（以下「福ナ 
  ビ」という。）での情報提供事業所数の拡大、第三者評価情報の掲載、東京の福祉サービス情報の 
  紹介等、情報の拡充に努めるとともに、「福ナビ」の利用の促進を図る。 

 （２）事業実施状況（平成１９年２月末まで） 

   ① 平成１８年度 アクセス件数の実績  
  トップページアクセス ７１２，３０２件 （１日平均 ２，１４５件） 

② 事業所情報の充実 
  登録事業所数  ２１，３６５事業所 

   ③ 評価情報の充実 
     評価結果情報  ３，４８０件 
     評価機関情報    １２６件 

   ④ 苦情対応情報のリニューアル 
     都民向けに福祉サービスに対する苦情の解決の仕組みをより分かりやすく紹介した。  

   ⑤ 相談窓口情報のリニューアル 
     公的な相談窓口以外にも、民間団体の窓口を追加するとともに、ページ全体を見やすく、 
     検索しやすくした。  

   ⑥ 東京の福祉オールガイドの充実 
     介護保険法の改正や障害者自立支援法の施行に伴い、掲載内容の変更や追加を行うとと 
     もに、オールガイド全体を最新情報に更新した。 

   ⑦ その他コンテンツの充実 
     新着情報、イベント情報、福祉機器情報、特集記事等の掲載 

   ⑧ 福ナビのＰＲ 
     パンフレットの配布  約７５，０００部 

   ⑨ メールマガジンの発行 
  １１回発行  登録件数 ４，０４１件 

 
 （３）事業計画（３月以降）          

  事業所情報の充実 
  ・新規開設事業所の調査  約１，９５０件  ・既存事業所の調査  約４，０００件 
  


